





Reasons for Belonging to Groups of Friends during Adolescence:  
An Investigation Based on Educational Stage and Gender
Ayaka SUGITA, Shinobu MATSUNAGA and Yoshiaki KONO
The present study aims to clarify the reasons why adolescents belong to groups of friends, and to 
investigate differences by educational stage and gender. We analyzed the results of questionnaire 
surveys answered by a total of 556 junior high school, high school and university students （275 males 
and 281 females）.
A total of 499 individuals （89.7％; 241 males, 258 females） belonged to a group of friends, and the 
mean size of these groups was 5.82 individuals （SD＝3.69） overall, 6.27 （SD＝4.19） for males, and 5.41 
（SD＝3.12） for females.
As a result of factor analysis, there were three reasons for belonging to a friend group: “Avoidance 
of isolation”, “emotional support” and “information sharing”. “Avoidance of isolation” and “information 
sharing ” were higher among high school students and university students than junior high school 
students, while “emotional support” was higher among female students than male students. It was 
confirmed that there are two reasons for belonging to a group of friends in adolescence: a passive 
reason, avoiding isolation, and a more active reason, sharing information with and supporting each 
other.
Keywords:  friendship （友人関係）, groups of friends （友人グループ）, reasons for belonging to a group of 














関 係 の 発 達 的 変 化 を ①gang-group，②chum-






















的には gang-group の消失，chum-group の肥大化，
peer-group の遷延化について述べており，高校生


















































































































プ所属理由尺度」を作成するために 2013 年 5 月か
































分析対象者 556 名の平均年齢は 17.22 歳（SD＝
2.81），男性は 17.22 歳（SD＝2.58），女性は 17.22 歳
（SD＝3.02）であり，平均年齢に男女で有意な差は
なかった（t （554）＝−.03, n.s.）。所属は，中学が 124
名（22.3％； 男 性 52 名，女 性 72 名），高 校 が 227 名
（40.8％； 男 性 123 名，女 性 104 名），大 学 が 205 名
（36.9％； 男性 100 名，女性 105 名）であった。
友人グループへの所属の有無と構成人数
友人グループに「所属している」と回答した人数
を Table 1 にまとめた。
Table 1　友人グループに「所属している」と回答した人数
N＝556，人数（％）
中学 高校 大学 計
（n＝124） （n＝227） （n＝205） （N＝556）
男 050（96.2） 100（81.3） 091（091.0） 241（87.6）
女 063（87.5） 090（86.5） 105（100.0） 258（91.8）
計 113（91.1） 190（83.7） 196（095.6） 499（89.7）
友人グループに「所属している」と回答した人は，
分析対象者 556 名中の 499 名（89.7％）であり，男




友人グループの構成人数を Table 2 にまとめた。
なお，友人グループの構成人数について回答した人
は，友人グループに「所属している」と回答した
499 名中 471 名であった。友人グループの構成人数


























中学 高校 大学 計
（n＝110） （n＝165） （n＝196） （n＝471）
男 8.48（5.70） 5.61（2.25） 5.68（4.24） 6.27（4.19）
女 5.48（3.87） 5.79（3.67） 5.07（1.95） 5.41（3.12）





















固有値の減衰状況（10.60, 5.38, 2.66, 1.71…）と因子
の解釈可能性から 3 因子構造が妥当と考えられた。







除し，残りの 33 項目について因子数を 3 に設定し，
再度同じ手法で因子分析を行った。結果を Table 3
に示す。第 I 因子は 14 項目，第 II 因子は 14 項目，
第 III 因子は 5 項目となった。第 I 因子は，「ひと
りぼっちだと思われたくないから」，「一人きりでい
Table 3　「友人グループ所属理由尺度」の因子分析結果（主因子法・Varimax 回転後の因子パターン）
項目内容 I II III
I  孤立回避（a＝.92）
ひとりぼっちだと思われたくないから .82 .05 .12
友達のいない子だと思われたくないから .81 .04 .08
一人きりでいると，つまらない人だと思われそうだから .80 −.05 .03
グループに入っていないと周囲から浮くから .79 −.02 .15
グループに入っていないと，教室にいづらいから .75 −.06 .07
一人で行動することばかりだと，よくない印象をもたれそうだから .72 −.04 .07
グループに入っていないと，変わった人だと思われそうだから .71 −.05 .09
学校行事などのとき，一人にならずにすむから .63 .08 .13
グループに入ることが当たり前だから .62 .12 .04
周囲の人も友達といるから .61 .11 .21
班分けやグループ作業のとき，あぶれずにすむから .59 .13 .18
一人でいるとさびしいから .59 .16 .02
グループに入ることで，自分が価値ある人間だと感じられるから .44 .15 .18
グループの友達が，グループ意識が強いから .41 .18 .10
II  情緒的サポート（a＝.88）
グループの人には，安心して何でも話せるから .07 .74 .04
悩みごとがあるとき，相談にのってくれるから .00 .74 .11
落ち込んでいてもグループの友達が支えてくれるから .18 .67 .05
個人的なことを相談しやすいから .07 .67 .08
グループの友達とは，お互いになくてはならない存在だと感じあえるから .13 .66 −.14
グループの友達と性格が合うから −.07 .61 .10
グループの友達は，自分を頼りにしてくれているから .08 .58 .08
グループにいることで，落ち着ける場所があると感じることができるから .25 .57 .17
グループの友達と助け合えるから .09 .57 .26
相談相手がたくさんいて頼りになるから .09 .53 .11
一人でいるよりも心強いから .40 .42 .12
休みの日など遊ぶことができるから .10 .42 .09
興味のあることが似ているから −.12 .41 .22
価値観が似ているから −.10 .41 .16
III  情報共有（a＝.85）
試験範囲を教えあえるから .21 .14 .77
授業についての情報を得ることができるから .12 .05 .69
ノートの貸し借りができるから .26 .17 .68
勉強を教えてもらえるから .15 .17 .67













































男 2.76（0.80） 3.53（0.70） 3.36（1.07）
女 2.80（0.91） 3.84（0.68） 3.40（0.97）
全体 2.78（0.86） 3.69（0.71） 3.38（1.02）
Table 5　「友人グループ所属理由尺度」下位尺度得点間の相関
孤立回避 情緒的サポート 情報共有






中学 高校 大学 中学 高校 大学 中学 高校 大学
男 2.46（0.81） 2.82（0.85） 2.86（0.71） 3.66（0.82） 3.54（0.71） 3.45（0.61） 2.75（0.97） 3.50（1.01） 3.54（1.07）
女 2.67（0.98） 2.89（0.80） 2.81（0.96） 3.88（0.89） 3.84（0.59） 3.82（0.61） 3.06（1.07） 3.57（0.85） 3.46（0.97）
全体 2.58（0.91） 2.85（0.83） 2.83（0.85） 3.78（0.86） 3.68（0.67） 3.65（0.63） 2.92（1.04） 3.53（0.94） 3.50（1.01）
─ 7 ─
（2,490）＝0.79, n.s.）は 有 意 で な か っ た。そ こ で
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